
７    私たちの心得 

  

 皇子山中学校の生徒として、いつも中学生の本分を自覚し、本校の教育方針に従って諸規

定をしっかり守ります。また、個性の伸長をはかるとともに、明るく楽しい学校生活を送る

ため、日常の行動についての基準を定め、皆が守れるよう努力します。 

 

（１）身だしなみについて（スタイル・オン・チャイム） 

 

『皇中生としての誇りと自覚をもち、けじめある生活をしよう』  

～清潔、調和、機能性の３点に適した服装をこころがけ   

    その場、その時、その状況を考えて行動しよう～ 

 

      

＜制服の規定＞  

服装のいちばん外側が学校指定の制服とします  
 

 

 

 

 

・学校指定の刺繍入りニットベスト、ニットセーターは任意購入とします。 

ベスト、セーターを着用する場合は、ネクタイ、リボンをつけます。 

   ・夏は白カッターシャツ、または学校指定の刺繍入り紺色か白色ポロシャツを着用し 

ます。カッターシャツの場合、ネクタイやリボンはつけなくても構いません。ポロ 

シャツの場合、ネクタイやリボンはつけません。 

   ・ブレザー、ズボン、スカートの丈や型は勝手に変えたりしません。 

   ・夏服と冬服等の衣替えは気温や体調にあわせて各自の判断で行ってください。 

   ・ブレザーを着ても寒い場合は、通学時に防寒着を着用できます。特に指定はありま

せんが、高価なものは控えてください。 

・入学式、卒業式、始業式、終業式、集会などに臨むときは、夏季の気温が高いとき

を除いて、ブレザーを着用します。 

   ・校内では必ず名札をつけます。紛失したときは、担任の先生に申し出てください。 

   ・頭髪において、原則、パーマネント、脱色、毛染め、エクステ等の加工をすること

は禁止とします。 

・ピアス、ネックレス等の装飾品をつけることは禁止とします。 

   ・カバンは、教科書・ノート等が入り、通学に適したものとします。 

   ・下靴は体育時の運動に適した運動靴としますが、高価なものは控えてください。 

   ・上靴、体育館シューズは本校指定のものとします。上靴を忘れたときは先生に申し

出て、貸し上靴を使用してください。 

   ・腕時計をつける場合は、高価なものは控えてください。ただし、スマートウォッチ

など、時計以上の機能がついているものは禁止とします。 

 

学校指定制服 

  エンブレム付きブレザー、ネクタイまたはリボン  

オリジナルチェック柄ズボンまたはスカート    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      制服上着着用時             ベスト・セーター着用時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      夏服・カッター着用時            夏服・ポロシャツ着用時 
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（２）登校・下校について 

 ・交通ルールを守り、各自が定めた通学路を通行しましょう。 

・歩きながらスマートフォンを使用することはやめましょう。 

・自転車での通学は禁止です。 

・７：４０～８：３０までに登校し、自席に着席しましょう。また、下校まで無断で校外

に出てはいけません。 

 ・下校時刻は日課や部活動の完全下校時刻によって変わります。（日課のページ参照） 

 ・登下校時の寄り道、買い食いは禁止です。 

  

（３）持ち物について 

 ・自分の持ち物には、学年、組、名前を記入しましょう。 

・定期券や財布、鍵、携帯電話・スマートフォン等の貴重品は、朝の会で先生に預けてく

ださい。教室、部室、更衣室などには置かないでください。 

・大津市立小中学校では、携帯電話の学校への持ち込みおよび使用は原則禁止としており、

本校でも同様です。各自の事情でどうしても携帯電話を学校に持ち込む必要のある場合

は、事前に学校まで届け出てください。登校後は、貴重品として朝の会で先生に預けて

ください。携帯電話・スマートフォンは、他の貴重品と一緒に学級や部活動ごとに貴重

品袋で一括管理しますので傷がつく恐れもあります。預ける際は、各自で保護できる袋

やケースに入れて預けてください。 

・現金、お菓子、マンガ、おもちゃ等、学習活動に不要な物は学校に持ってきてはいけま

せん。ただし、トランプ、UNO、将棋については昼休みのみ使用しても構いません。 

 ・校内で落とし物を拾ったとき、また、自分がなくした時は先生に届け出ましょう。校外

で拾った場合は交番に届けましょう。 

 ・保護者の承諾なく自分の持ち物を他人に譲ったり、売ったりしてはいけません。同様に

他人からもらったり、買ったりしてはいけません。トラブルの原因になります。 

 

（４）タブレット端末（iPad）について  

 ・貸出されたタブレット端末は、学習活動のためのものです。学習活動に関わること以外

に使用したり、また、学習に関係のないサイトにアクセスしたりしてはいけません。 
・なくしたり、盗まれたり、落として壊したりすることのないように大切に扱いましょう。 
何かあればすぐに学校（学級担任）に申し出てください。 

・勝手にアプリをインストールしたり、アイコンの並び方や位置、背景の画像などを変え

たりしてはいけません。 
・人を傷つけたり、不快感を与えたりすることを書き込んだり、また自分や他人の個人情 
報をインターネット上に公開してはいけません。                                

◎情報モラルに基づき、安心、安全な使用を心がけましょう。 
 

（５）飲食について 

 ・昼食は学校給食を原則とします。必ず自分の教室で食べましょう。 

 ・飲み物は、お茶・スポーツ飲料を可とします。缶・ビン・紙パック類の飲み物は禁止で

す。ペットボトルを水筒がわりに使用しても構いませんが、空のペットボトルは各自で

持ち帰りましょう。 

  

（６）挨拶・礼儀について 

 ・気持ちの良い挨拶と丁寧な言葉遣いを心がけましょう。 



 ・靴はかかとを踏まず、揃えて脱ぎましょう。（脚下照顧） 

 

（７）学習時について 

 ・チャイムとともに、学習活動を始めましょう。（ビギン・オン・チャイム） 

 ・１０分の休み時間のうちに、次の授業の用意をしましょう。 

 ・授業の初めと終わりには、係の合図によって静かに起立し、正しく礼をしましょう。 

 ・教室入室が遅れたとき、または授業の最中に席を離れる必要が起こったときは、先生に

理由を伝え、許可を受けましょう。 

 ・教科書、その他の学習材料等を忘れたときは、始業前に教科の先生に申し出ましょう。 

 

（８）校舎の使用について 

・職員室への入室は禁止です。用事があるときは、出入り口で先生を呼びましょう。 

 ・他学年のフロアへの無用な出入りは禁止です。用事があるときは先生を呼びましょう。 

・校舎内で走ったり、ボール遊びなどをしたりすることは禁止です。特に雨天時は、事故

やケガにつながります。 

 ・敷地内では、上靴、下靴の区別をつけましょう。下図の網掛けの屋外のエリアは、上靴、

下靴混在エリアとなり、上靴でも通行することができますが、雨天時や廊下が汚れるお

それのある場合は通行せず、校舎内の廊下を通行しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）公共物の使用および美化について 

 ・普段から身のまわりの整理整頓に努めましょう。 

・学校備品や施設は、破損することのないよう大切に取り扱いましょう。また、掲示物を

無断ではがしたり、落書きをしたり、破損したりしてはいけません。特にガラスなどを

破損したときは、すぐに先生に申し出てください。破損届を提出してもらいます。 

 ・校内の草木を大切にしましょう。植えこみや花壇に無断で立ち入ってはいけません。 

 ・ごみはプラスチックごみともえるごみに分別して、所定の場所に捨てましょう。個人の

ごみは持ち帰りましょう。 

 

（１０）校外生活について 

 ・校外では、公共のルールやマナーを守って、周囲に迷惑のかからないようにしましょう。 

・万引き、窃盗行為、喫煙、飲酒、薬物乱用、無免許運転など、法に触れる行為は絶対に

してはいけません。 

 ・外出するときは、家の人に「だれと、どこへ、何の用で、いつ帰る」等、伝えてから外

出しましょう。保護者が認めていない夜間外出や外泊は禁止です。 

 ・午前中日課やテスト期間中は、帰宅後、自宅学習に努めるなど、有意義な時間の過ごし

方を心がけましょう。 

 ・スマートフォン、携帯電話などの使用については、情報モラルと家庭で決めたルールを

しっかり守りましょう。 


